
平 成 ２ ４ 年 度 第 １ 回 午後の部 (伝送交換)
電気通信主任技術者試験問題 専門的能力・電気通信システム

注 意 事 項

１ 試験開始時刻 １４時２０分

２ 試験種別終了時刻

試 験 科 目 科 目 数 終 了 時 刻

「電気通信システム」のみ １ 科 目 １５時４０分

「専門的能力」のみ １ 科 目 １６時００分

「専門的能力」及び「電気通信システム」 ２ 科 目 １７時２０分

３ 試験種別と試験科目別の問題(解答)数及び試験問題ページ

問 題 ( 解 答 ) 数 試 験 問 題
試 験 種 別 試 験 科 目 申請した専門分野

問１ 問２ 問３ 問４ 問５ ペ ー ジ

伝 送 ８ ８ ８ ８ ８ 伝 1～伝15

無 線 ８ ８ ８ ８ ８ 伝16～伝30

専門的能力 交 換 ８ ８ ８ ８ ８ 伝31～伝45

伝送交換主任技術者 デ ー タ 通 信 ８ ８ ８ ８ ８ 伝46～伝60

通 信 電 力 ８ ８ ８ ８ ８ 伝61～伝74

電 気 通 信 専 門 分 野 に
問１から問２０まで ２０ 伝75～伝78

シ ス テ ム かかわらず共通

４ 受験番号等の記入とマークの仕方

(1) マークシート(解答用紙)にあなたの受験番号、生年月日及び氏名をそれぞれ該当枠に記入してください。

(2) 受験番号及び生年月日に該当する箇所を、それぞれマークしてください。

(3) 生年月日の欄は、年号をマークし、生年月日に１桁の数字がある場合、十の位の桁の｢０｣もマークしてください。

[記入例] 受験番号 ０１ＡＢ９４１２３４ 生年月日 昭和５０年３月１日

５ 答案作成上の注意

(1) マークシート(解答用紙)は１枚で、２科目の解答ができます。

｢専門的能力｣は薄紫色(左欄)、｢電気通信システム｣は青色(右欄)です。

(2) 解答は試験科目の解答欄の正解として選んだ番号マーク枠を、黒の鉛筆(ＨＢ又はＢ)で濃く塗りつぶしてください｡

① ボールペン、万年筆などでマークした場合は、採点されませんので、使用しないでください。

② 一つの問いに対する解答は一つだけです。二つ以上マークした場合、その問いについては採点されません。

③ マークを訂正する場合は、プラスチック消しゴムで完全に消してください。

(3) 免除科目がある場合は、その科目欄は記入しないでください。

(4) 受験種別欄は、あなたが受験申請した伝送交換主任技術者(『伝 送 交 換』と略記)を○で囲んでください。

(5) 専門的能力欄は､『伝送・無線・交換・データ通信・通信電力』のうち、あなたが受験申請した専門的能力を○で囲んでく

ださい。

(6) 試験問題についての特記事項は、裏表紙に表記してあります。

６ 合格点及び問題に対する配点

(1) 各科目の満点は１００点で、合格点は６０点以上です。

(2) 各問題の配点は、設問文の末尾に記載してあります。

マークシート(解答用紙)は、絶対に折り曲げたり、汚したりしないでください。

次ページ以降は試験問題です。試験開始の合図があるまで、開かないでください。

受 験 番 号

(控 え)

(今後の問い合わせなどに必要になります。)
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試 験 種 別 試 験 科 目 専 門 分 野

伝送交換主任技術者 専門的能力 伝 送

問１ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、有線伝送におけるデジタル信号の変調方式などについて述べたものである。

の(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、

内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

デジタル信号の伝送において、伝送媒体がメタリックケーブルのように直流を通すことがで

きる場合は、デジタル信号をそのまま伝送する (ア) 伝送方式を用いることができるが、

高周波数帯を用いて伝送する場合には、搬送波をデジタル信号で変調して一定の帯域幅の中で

伝送しなければならない。このようにデジタル変調した信号を一定の帯域内で伝送する方式は、

一般に、帯域伝送方式といわれる。帯域伝送方式においては、限られた帯域幅でできるだけ高

速の伝送ができることが要求され、 (イ) 、 (ウ) などの技術を用いて多値化、多重

化を行っている。

(イ) は、互いに独立の二つのデータ系列を用いて、直交する二つの搬送波をそれぞれ

振幅変調し、合成して通信路へ送出することによって、ビット伝送速度を２倍、したがって、

スペクトル効率を２倍向上させることを目的とした変調方式である。

(ウ) は、直交する複数の搬送波をデジタル変調して多重化する方式であり、マルチ

キャリア変調方式に分類される。マルチキャリア変調では、一般に、隣接する搬送波間の干渉

を避けるためには搬送波間に (エ) を設けるなどの対策が必要となるが、 (ウ) は搬

送波を直交関係に配置することにより (エ) を不要としている。

＜(ア)～(エ)の解答群＞

① タイミングジッタ ② ＡＳＫ ③ ＱＡＭ ④ エコーキャンセラ

⑤ スプリッタ ⑥ ピンポン ⑦ ＣＤＭ ⑧ ハイブリッド

⑨ ガードバンド ⑩ ＰＳＫ ⑪ ＦＳＫ ⑫ ベースバンド

⑬ 位相差 ⑭ ＴＤＭ ⑮ ＯＦＤＭ
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(２) 次の問いの 内の(オ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＳＤＨで用いられているリング切替方式について述べた次の文章のうち、誤っているものは、

(オ) である。

＜(オ)の解答群＞

① ＵＰＳＲ方式では、伝送路の故障を検出した装置は、下流へパス単位にＡＩＳを

送信し、そのＡＩＳを受信した装置は、パス故障を検出して現用から予備への受信

切替えを行う。

② ＵＰＳＲ方式は、予備に現用と同じ情報が流れるので、現用が正常なときに予備

を別通信(エクストラトラヒック)に利用することができない。また、現用と予備の

パスの位相を調整することにより、無瞬断切替えが可能である。

③ ＢＬＳＲ方式は、受信切替えと送信切替えを行い、２ファイバ方式と４ファイバ

方式とがある。同一方向の現用と予備に対して、同一ファイバを用いるのが２ファ

イバ方式で、別の独立したファイバを用いるのが４ファイバ方式である。

④ ＢＬＳＲ方式では、対向する２装置間の送信切替えと受信切替えは、ＳＯＨのＫ１

バイトとＫ２バイトを用いて行われる。このＫ１バイトとＫ２バイトの定義は、多重

セクション切替方式(ＭＳＰ)のＫ１バイトとＫ２バイトの定義と同じである。

(３) 次の問いの 内の(カ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＳＤＨのフレーム構造について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (カ) 。

Ａ ＳＴＭ－１６のフレーム構造は、９行２７０列のバイト単位の配置で表されるＳＴＭ－１

フレームの１６倍となることから、ＳＴＭ－１６のビットレートは２,４８８.３２Ｍbit／s

である。

Ｂ ＳＤＨフレームにはフレーム同期用としてＡ１及びＡ２バイトが定義されており、ＳＴＭ－Ｎ

フレームのフレーム同期バイトは、３×Ｎ個のＡ１バイトと３×Ｎ個のＡ２バイトから構成

される。

Ｃ ＳＴＭ－１からＳＴＭ－１６へ多重化したフレームは、ＳＴＭ－４からＳＴＭ－１６へ多

重化したフレームと比較すると、多重化する信号数が多くセクションオーバヘッドが増加す

るため、収容できるペイロード容量は、ＳＴＭ－４から多重化した場合よりも低下する。

＜(カ)の解答群＞

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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(４) 次の問いの 内の(キ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

デジタル伝送方式における雑音及び符号誤りについて述べた次の文章のうち、正しいものは、

(キ) である。

<(キ)の解答群>

① ＰＣＭ方式において、ＰＡＭ信号を元のアナログ信号に復元するには理想低域通

過フィルタで行う必要があるが、実際には物理的に実現できるフィルタで近似して

いる。このため、伝送する信号帯域の最高周波数より上の周波数を完全に除去しき

れず、高調波成分が混入して雑音となる。これは折返し雑音といわれる。

② ＰＣＭ方式において、標本化パルスは、量子化の際に離散的な値に変換されるた
１

め、実際の信号との誤差による雑音が生ずる。量子化のステップ幅を にすれば、
２

量子化雑音電力は３dＢ減少する。

③ ある回線で符号誤りがバースト的に発生する場合には、符号誤りが発生しない場

合と比較して、％ＥＦＳの値が小さくなり、％ＥＳの値が大きくなる。

④ アイパターンは、デジタル伝送路などにおける信号の劣化の度合いを観測した画像

である。アイの劣化は時間軸方向と振幅方向に分けられ、時間軸方向の劣化は符号

間干渉、エコーなどに起因し、振幅方向の劣化はジッタによるパルス位置変動など

が主な原因となる。

(５) 次の問いの 内の(ク)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

１０ギガビットイーサネットの光インタフェースについて述べた次の文章のうち、誤ってい

るものは、 (ク) である。

＜(ク)の解答群＞

① １０ギガビットイーサネットの光インタフェースにおいて、１０ＧＢＡＳＥ－Ｓ

はマルチモード光ファイバが、１０ＧＢＡＳＥ－Ｌ及び１０ＧＢＡＳＥ－Ｅはシン

グルモード光ファイバが、１０ＧＢＡＳＥ－ＬＸ４はマルチモード光ファイバと

シングルモード光ファイバの両方が、それぞれ用いられる。

② １０ＧＢＡＳＥ－Ｓでは、発光素子として１.５５μｍ帯のＬＤが用いられており、

ＬＤの駆動電流を直接変化させる直接変調を行っている。

③ １０ＧＢＡＳＥ－Ｌでは、発光素子として１.３１μｍ帯のＬＤが用いられており、

ＬＤの駆動電流を直接変化させる直接変調を行い、一般に、伝送距離は１０kｍまで

とされている。

④ １０ＧＢＡＳＥ－ＬＸ４は、１０ギガビットの送信データを四つの信号に分割し

た後、それぞれの信号を光信号に変換した四波を光合波器で波長多重して１本の光

ファイバに送出するインタフェースを有している。
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問２ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、光ファイバ伝送システムに用いられる光ファイバ増幅器について述べたものであ

る。 内の(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(２点×４＝８点)

長距離中継伝送を可能とする光ファイバ伝送システムでは、入力光信号を光のまま直接増幅

して中継する光ファイバ増幅器が用いられている。光ファイバ増幅器は、複数波長の光信号を

一括増幅する機能を有しており、この機能と光アクセスネットワークにも適用されている技術

である (ア) を組み合わせることにより大容量の光ファイバ伝送システムが構築されてい

る。一方、光ファイバ増幅器を線形中継器として用いた中継伝送システムでは、各中継器で発

生する光雑音が累積されることにより (イ) が低下するため、中継伝送システムの設計に

おいては、中継数、伝送距離などを考慮して線形中継器の光信号出力を決める必要がある。

光ファイバ増幅器としては、半導体光増幅器と比較して高効率・高利得なエルビウム添加光

ファイバ増幅器(ＥＤＦＡ)が広く用いられている。ＥＤＦＡは、エルビウム添加光ファイバ

(ＥＤＦ)、光合分波器、光アイソレータ、光バンドパスフィルタなどから構成される。ＥＤＦＡ

の原理は、光ファイバ中に添加されたエルビウムイオンが励起光により活性化されて反転分布

を形成することにより生ずる (ウ) を利用したものである。また、励起光の進行方向と

入力信号光の進行方向が一致する構成は、一般に、 (エ) といわれ、プリアンプなどに適

している。

＜(ア)～(エ)の解答群＞

① ＳＮ比 ② 共 鳴 ③ 熱雑音特性 ④ 符号分割多重伝送

⑤ ソリトン伝送 ⑥ 誘導放出 ⑦ 後方励起 ⑧ 双方向励起

⑨ コヒーレント ⑩ 波形劣化 ⑪ 光子揺らぎ ⑫ ショット雑音

⑬ クロック伝送 ⑭ 光電効果 ⑮ 前方励起 ⑯ 波長分割多重伝送
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(２) 次の問いの 内の(オ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

光変調器などについて述べた次の文章のうち、正しいものは、 (オ) である。

＜(オ)の解答群＞

① 光信号を変調する方式には直接変調と外部変調の２種類があり、駆動回路でＬＤ

にバイアス電流と高周波の変調信号電流を印加する方式は外部変調に分類される。

② 主な外部変調器には、ＬｉＮbＯ３の電気光学効果を利用したＬＮ変調器と半導体の

電界吸収効果を利用したＥＡ変調器の２種類がある。

③ ＬＮ変調器は、電気光学結晶に電圧を印加することにより導波路の屈折率を変化

させて変調する方式を採っており、周波数変調には用いられるが、位相変調には用

いられない。

④ ＥＡ変調器は、半導体に逆電圧を印加することにより光吸収の割合を変化させ、

信号光の増幅状態を作ることにより動作する。また、ＥＡ変調器は、ＬＮ変調器と

比較して、大型で、動作には高電圧を必要とする。

(３) 次の問いの 内の(カ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

光ファイバの非線形光学効果について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (カ)

である。

＜(カ)の解答群＞

① 光ファイバに極めて強い光を入射すると、その光ファイバを構成する分子の振動

数に応じて、入射光の光周波数より約１３ＴＨz低いところにスペクトル幅の広い

光が発生する。この現象は、誘導ラマン散乱といわれる。

② 光ファイバに光スペクトル幅の狭い強い光を入射すると、入射光の光周波数より

約１１０ＧＨz低い周波数付近に光が発生する。この現象は、誘導ブリルアン散乱

といわれ、入射光の方向と同じ方向に向かって発生する。

③ 光信号の光強度に比例して光ファイバの屈折率が変化することにより光信号の位

相変化が生ずる現象には、自己位相変調と相互位相変調があり、光信号自身の光強

度変化により生ずる位相変化は、自己位相変調といわれる。

④ 光周波数がｆ １、ｆ ２、ｆ ３である三つの光が光ファイバに入射されたとき、

ｆpqr ＝ ｆp＋ｆq－ｆr (p、q、rは１、２、３のいずれか。ただし、p≠r、q≠r)を

満たす周波数ｆpqrを持つ光が発生する現象は、四光波混合といわれる。
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(４) 次の問いの 内の(キ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

光ファイバの分散特性などについて述べた次の文章のうち、正しいものは、 (キ) である。

＜(キ)の解答群＞

① 光信号が光ファイバ中を伝搬する際に、垂直方向の偏波と水平方向の偏波では伝

搬速度が異なるために分散が生じて信号波形を劣化させる。これは、一般に、フェー

ジングといわれる。

② 光信号がマルチモード光ファイバ中を複数のモードによって伝搬される際に、各

モードの伝搬速度が異なるために分散が生じて信号波形を劣化させる。これは、一般

に、ジッタといわれる。

③ 波長分散は、シングルモード光ファイバでは生じず、マルチモード光ファイバ特

有の事象であり、単位長さ当たり、単位スペクトル広がり当たりのパルス広がりで

表され、単位はpｓ／nｍ／kｍで表される。

④ 光ファイバの光損失は、光ファイバ中を伝搬する光エネルギーの一部が光ファイ

バの外へ放出されたり、光ファイバ内部で吸収されたりして光エネルギーが小さく

なっていくことにより生ずるものであり、石英系光ファイバでは、一般に、１.５５

μｍ近傍で最も損失が小さくなる。

(５) 次の問いの 内の(ク)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

光通信における雑音などについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (ク) 。

Ａ ショット雑音は、受光素子に到来する光子数がランダムに揺らぐことに起因しており、

一般に、光信号レベルが微弱な場合にはガウス分布といわれる確率分布に従い、ショット雑

音の大きさは光信号レベルには関係しない。

Ｂ ＰＩＮ－ＰＤは、入射した光子１個に対して、電子・正孔対を１組生成するのが理想的で

あるが、実際の素子においては、１００％の確率では光子を電子・正孔対に変換できない。

このため、ＰＩＮ－ＰＤの性能は、一般に、光子に対する生成電子・正孔対の割合を示す量

子効率で表される。

Ｃ 受信回路中の抵抗を構成する金属部分の伝導電子は、原子などと不規則に衝突を起こして

散乱されながら熱運動を行うため、電圧揺らぎが発生する。この電圧揺らぎは、一般に、

熱雑音といわれる。

＜(ク)の解答群＞

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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問３ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、光アクセスネットワーク構成などについて述べたものである。 内の

(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。 (２点×４＝８点)

インターネットの利用拡大やデジタル映像の伝送など、大容量コンテンツの増加によるアク

セス系ネットワークの高速広帯域化にこたえるため、アクセス系設備として光ファイバを適用

した光アクセスネットワークが構築されている。

光アクセスネットワークは、光ファイバの適用方式で分類すると、設備センタとユーザとの間

を光ファイバだけで構成する方式と既存の伝送媒体と光ファイバを組み合わせて構成する方式に

大別され、後者の方式としては、一般に、 (ア) といわれる方式、ＨＦＣ方式などがある。

また、光アクセスネットワークのトポロジとしては、設備センタとユーザを１対１で接続する形

態と、設備センタとユーザの途中に多重化装置、光分岐回路などを設置して設備センタの光

モジュールと光ファイバを複数のユーザで共用する形態がある。１対１で接続する形態は、

(イ) 方式といわれる。複数のユーザで共用する形態には、ＣＴ／ＲＴシステムなどに適用

されている (ウ) 方式及びＰＯＮシステムに適用されている (エ) 方式がある。いず

れの方式も、光ファイバ１心で双方向通信を可能とすることなどにより、経済性が要求される

光アクセスネットワークを構築するための技術として活用されている。

＜(ア)～(エ)の解答群＞

① ＦＴＴＰ ② ＳＳ ③ リング ④ ＦＴＴＨ

⑤ ＡＤＳＬ ⑥ ＡＤＳ ⑦ ＦＴＴＣ ⑧ メッシュ

⑨ ＡＴＭ ⑩ ＦＴＴＤ ⑪ ＰＤＳ ⑫ ＰＤＨ

⑬ ＶＯＤ ⑭ ＯＮＵ ⑮ ＳＤＨ ⑯ ＴＤＭ
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(２) 次の問いの 内の(オ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＧＥ－ＰＯＮについて述べた次の文章のうち、正しいものは、 (オ) である。

<(オ)の解答群>

① ＧＥ－ＰＯＮは、ギガビットイーサネットの技術などを用いた光アクセス伝送方

式であり、１.５５μｍ帯の波長に、映像信号、ＯＮＵからＯＬＴへの上り信号及び

ＯＬＴからＯＮＵへの下り信号を時分割多重することにより、光ファイバ１心で双

方向通信を実現している。

② ＧＥ－ＰＯＮのＤＢＡ機能は、上りパケットの優先レベルを制御する機能であり、

各ＯＮＵが優先レベルに応じてパケットの送信要求をＯＬＴに通知し、ＯＬＴが各

ＯＮＵにパケットの優先レベルに応じて送信を許可することで実現している。

③ ＯＬＴから放送形式で送信される下り信号は、ＯＬＴと接続されている全ＯＮＵ

に同じ情報が届くため、各ＯＮＵは、受信フレームのプリアンブル部に配置された

ＬＬＩＤといわれる識別子により受信フレームの宛先を判断し、該当の受信フレー

ムのみを取り込む。

④ 各ＯＮＵからの上り信号の衝突を防止するため、信号を送信するＯＮＵは、送信

が許されるスタート時刻などの情報が含まれた制御フレームをＯＬＴに送ることに

よって、各ＯＮＵの送信タイミングを制御している。

(３) 次の問いの 内の(カ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＷＤＭについて述べた次の文章のうち、正しいものは、 (カ) である。

<(カ)の解答群>

① デジタル伝送において、１心の光ファイバで複数の波長の光を伝送することによ

り多重化できる技術は、一般に、ＷＤＭといわれ、１心の光ファイバで同時に送受信

する双方向伝送技術にも適用されている。

② ＤＷＤＭは、ＣＷＤＭと比較して、波長間隔を粗くした多重化方式であり、一般

に、長距離及び大容量の伝送に適している。

③ ＷＤＭを用いるとチャネル間のクロストークが発生し、イーサネットやＳＤＨの

ように信号形態や伝送速度が異なる信号を同時に伝送することができない。

④ ＷＤＭ方式では、異なる波長の光信号を合分波するために合分波器が用いられ、

合分波器としては、一般に、光スイッチが使用される。
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(４) 次の問いの 内の(キ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

固定無線アクセス方式について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (キ) である。

＜(キ)の解答群＞

① ２２ＧＨz帯、２６ＧＨz帯及び３８ＧＨz帯を使用するＦＷＡには、無線基地局と

ユーザ局間を１対１で接続するポイント・ツー・ポイント方式と１対多で接続する

ポイント・ツー・マルチポイント方式があり、ポイント・ツー・ポイント方式は、

最大伝送速度が１５６Ｍbit／sのデータ伝送が可能となっている。

② ＩＥＥＥ８０２.１１ｇで標準化された無線ＬＡＮ装置をＦＷＡとして使用する

場合、周波数帯は、２２ＧＨz帯及び２６ＧＨz帯が用いられている。また、端末か

らのアクセスポイントとなる無線基地局と通信事業者側との間は、一般に、光ファイバ

ケーブルなどで接続される。

③ ＷｉＭＡＸは、都市部や郊外、山間部などの中規模エリアにおいて、無線ブロー

ドバンドアクセスを実現する技術として開発され、一般に、固定ＷｉＭＡＸとは、

ＩＥＥＥ８０２.１６－２００４で定める規格に準拠したものをいい、ＷｉＭＡＸに

は、移動体通信用に拡張されたモバイルＷｉＭＡＸといわれる技術もある。

④ 固定ＷｉＭＡＸでは、直交周波数分割多重(ＯＦＤＭ)方式が採られており、マル

チパス伝搬環境での高速データ伝送が可能となっている。

(５) 次の問いの 内の(ク)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＣＡＴＶのアクセスネットワークについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (ク) 。

Ａ ＨＦＣシステムを用いたアクセスネットワークにおいて、一般に、同軸ケーブル区間を短

くすれば、広帯域化が図れるが、各ユーザ宅からＣＡＴＶセンタへ向けた上り方向の雑音が

集まることにより、伝送特性が劣化する原因となる流合雑音が増加する。

Ｂ ＨＦＣシステムを用いたアクセスネットワークにおいて、ＣＡＴＶセンタからユーザ宅へ

の下り信号に割り当てられる周波数及び帯域は、上り信号と比較して、周波数は高く、かつ、

帯域は広い。

Ｃ ＳＣＭ－ＰＤＳは、ＣＡＴＶなどにおいて、光ファイバを用いて映像分配サービスを実現

するための光アクセスネットワーク方式であり、映像信号は、サブキャリア多重により伝送

される。

＜(ク)の解答群＞

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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問４ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、ＴＣＰ／ＩＰといわれるインターネットプロトコルスイートについて述べたもの

である。 内の(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記

せ。ただし、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

ＴＣＰ／ＩＰといわれるインターネットプロトコルスイートは、階層化モデルを採用してお

り、ＩＥＴＦのＲＦＣでは、リンク層、 (ア) 、トランスポート層及びアプリケーション

層の４階層の構成としている。

リンク層は、物理媒体などを利用して通信するためのインタフェースとなる階層であり、イー

サネット、ＦＤＤＩなどがある。

(ア) は、ネットワーク上の二つのホスト間のコネクション確立の手段を提供し、プロ

トコルとしては、ＩＰ、ＩＣＭＰなどがある。ＩＰは、下位層の (イ) の種別に依存しな

いため、通信したいホスト間の経路がどのような (イ) であっても通信を可能にする。

トランスポート層は、アプリケーション向けにエンド・ツー・エンド通信を提供し、プロト

コルとしては、ＴＣＰ、 (ウ) などがある。 (ウ) は、コネクションレス型の通信で、

情報転送の効率向上を優先する場合などに用いられる。

アプリケーション層は、電子メール、Ｗｅｂアクセスなどのアプリケーションを実現する上

で必要な通信手段を提供し、プロトコルとしては、 (エ) 、ＨＴＴＰ、ＦＴＰなどが用い

られる。

＜(ア)～(エ)の解答群＞

① ポート ② ユーザ層 ③ 経路制御層 ④ インターネット層

⑤ ＡＲＰ ⑥ ＵＤＰ ⑦ ＩＰｓｅｃ ⑧ セッション層

⑨ ＭＡＣ ⑩ ＩＧＭＰ ⑪ セグメント ⑫ ＳＭＴＰ

⑬ ＰＰＰ ⑭ ＲＡＲＰ ⑮ データリンク ⑯ トランザクション
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(２) 次の問いの 内の(オ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ルータにおけるキューイングなどについて述べた次の文章のうち、誤っているものは、

(オ) である。

<(オ)の解答群>

① ＩＰ電話において、音声を良好な品質で伝達するためには、一般に、ルータ内に

優先度を付けた複数のキューを用意しておき、音声パケットを優先度の高いキュー

に蓄積した後、優先的に取り出す優先制御の機能が利用される。

② 送信するパケットを、その種類ごとに優先度に応じたそれぞれのキューに蓄積し、

優先度の高いキューのパケットがすべて送出された後に次に優先度が高いキューの

パケットを送出する方法は、一般に、プライオリティキューイング(ＰＱ)といわれる。

③ ルータ内の複数のキューに優先度に比例した重みを付けておき、受信したパケット

をホップ数別に各キューに振り分け、それぞれのキューの重みに応じてパケットの取り

出しを公平に分配する方法は、一般に、ウェイテッドフェアキューイング(ＷＦＱ)

といわれる。

④ キューをクラス分けして、それぞれのキューごとに保証する帯域を設定すること

により各キューに設定された帯域に応じてパケットを転送する方法は、一般に、

クラスベースキューイング(ＣＢＱ)といわれる。

(３) 次の問いの 内の(カ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＩＰネットワークで用いられるルーティングプロトコルについて述べた次の文章のうち、正

しいものは、 (カ) である。

<(カ)の解答群>

① ルーティングプロトコルは、その適用範囲によってＡＳ(自律システム)間の経路

制御用のプロトコルとＡＳ内の経路制御用のプロトコルに分類され、ＡＳ間の経路

制御には主にＯＳＰＦが用いられる。

② ＲＩＰは、ルーティングプロトコルのアルゴリズムの違いによってディスタンス

ベクタ型、コンバージェンス型及びハイブリッド型に分類される。

③ ＢＧＰでは、ＡＳ単位でのルーティングテーブルを設定できる。これにより、ＡＳ

を通過する経路を選択することや、ＩＳＰなどが契約したＡＳとの通信を実現する

ルーティングテーブルの設定が可能となる。

④ ディスタンスベクタ型ルーティングプロトコルでは、ルータ自身が有するリンク

ステート情報を交換する。
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(４) 次の問いの 内の(キ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＯＳＰＦについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (キ) 。

Ａ ＯＳＰＦではルータ間でネットワークの経路情報を交換し、ネットワークのトポロジ情報

としてリンクステートに関するデータベースを作成し、このデータベースを基にして経路制

御表を作成する。

Ｂ ＯＳＰＦは、基本的にネットワークのトポロジに変更がない限りルータ間で経路情報のや

り取りを行わないことから、ＲＩＰと比較してネットワークへの負荷が小さい。

Ｃ ＯＳＰＦでは、各リンクにメトリック値といわれる重み付けをすることができ、メトリッ

ク値が最も大きくなるようなルートが選択される。

＜(キ)の解答群＞

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(５) 次の問いの 内の(ク)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＩＰｖ４におけるＤＨＣＰについて述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ク)

である。

＜(ク)の解答群＞

① ＤＨＣＰは、ネットワークに新たに接続された機器へネットワークに関する設定

情報を割り当てるためのプロトコルであり、ＤＨＣＰクライアントへ配布するＩＰ

アドレスの一括管理などの機能を有している。

② ＤＨＣＰサーバがＩＰアドレスを割り当てる方法としては、特定のＩＰアドレス

の中から自動的に選定する方法、ＭＡＣアドレスごとに指定して固定的に割り当て

る方法及びこの二つを併用する方法がある。

③ ＤＨＣＰでは、割り当てるＩＰアドレスや割り当てられたＩＰアドレスが既に使

用されていないかを確認するため、ＤＨＣＰサーバからは割り当てるＩＰアドレス

に対してＡＲＰ要求パケットを送信し、ＤＨＣＰクライアントからは割り当てられ

たＩＰアドレスに対してＩＣＭＰエコー要求パケットを送信する。

④ ＤＨＣＰサーバには、ＤＨＣＰクライアントに割り当てるＩＰアドレスの設定だけ

でなく、必要に応じて、サブネットマスク、ＤＮＳサーバのアドレスなども設定する。
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問５ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、広域イーサネットについて述べたものである。 内の(ア)～(エ)に最も

適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号は、

同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

広域イーサネットは、イーサネットで使用されているレイヤ２スイッチなどを用いて、遠隔

地にあるＬＡＮどうしを接続するネットワークである。広域イーサネットのバックボーンネッ

トワークトポロジには、故障時に迂回を容易に行えるメッシュ型の網構成を採り信頼性を確保
う

する方法、敷設されているが未稼働設備である (ア) といわれる設備などを利用してリン

グ型の網構成を採ることにより双方向切替機能を用いて信頼性を確保する方法などがある。

全国規模の広域イーサネットにおけるバックボーンネットワークのトポロジは、一般に、各

地域エリアごとにトラヒックを集約して全国エリアに中継する (イ) 型が採用されている。

(イ) 型は、スター型と比較してネットワーク構成が複雑になることから、信頼性を確保

するために、イーサネット特有の (ウ) 対策を適切に行う必要がある。 (ウ) 対策の

一つに、 (エ) を用いてブロードキャストストームの発生を回避する方法がある。

<(ア)～(エ)の解答群>

① 並 列 ② 直 列 ③ ＩＰ－ＶＰＮ ④ セキュリティ

⑤ 階 層 ⑥ 災 害 ⑦ ＭＰＬＳ ⑧ ループ

⑨ ２重化 ⑩ 分 離 ⑪ 無線ＬＡＮ ⑫ スタッフ同期方式

⑬ スパニングツリープロトコル ⑭ ダークファイバ

⑮ ルーティングインフォメーションプロトコル

⑯ リアルタイムトランスポートプロトコル
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(２) 次の問いの 内の(オ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＩＥＥＥ８０２.１Ｑで規定されるＶＬＡＮタグ(８０２.１Ｑタグ)などについて述べた次の

文章のうち、誤っているものは、 (オ) である。

<(オ)の解答群>

① ８０２.１Ｑタグを用いることで単一のスイッチネットワークの中にＶＬＡＮと

いわれる論理的に区別されたブロードキャストドメインを設定することが可能であ

り、このＶＬＡＮを別々のユーザに割り当てることでＶＰＮサービスを実現するこ

とができる。

② ８０２.１Ｑタグは、ＭＡＣフレームに付与される４バイトのヘッダのことであ

り、そのヘッダ内の１１ビットがＶＩＤ(VLAN Identifier)の領域として与えられ、

ＶＬＡＮは２,０４８個まで設定可能である。

③ 広域イーサネットのネットワークを全国網とエリア網ごとに分け、それぞれ独立

して管理しているネットワーク構成においては、エリアをまたぐ通信を行う場合に

は、通常のタグなしＭＡＣフレームで送信することにより、限られたＶＩＤを有効

に利用することができる。

④ 拡張ＶＬＡＮタグは、８０２.１Ｑタグの前に４バイトのタグをヘッダとして

付加するものであり、拡張ＶＬＡＮタグを利用することにより、ユーザは自由に

８０２.１Ｑタグを設定することができ、通信事業者はユーザが設定したＶＩＤを

意識することなくＶＬＡＮを設定することが可能となる。

(３) 次の問いの 内の(カ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＩＴＵ－ＴのＦＣＡＰＳモデルによるネットワーク管理などについて述べた次の文章のうち、

正しいものは、 (カ) である。

<(カ)の解答群>

① 構成管理は、一般に、機器の情報を収集し、その情報からネットワークの現在の

構成図を作成したり現在の状況を表示したりすることにより、機器の故障を把握す

ることを目的としている。

② 性能管理は、一般に、ネットワークの帯域幅及び機器の構成情報を把握すること

により、セキュリティやレスポンスなどの問題が生じないよう制御することを目的

としている。

③ 障害管理は、一般に、故障が発生した場合の検知の仕組み、故障への対応記録な

どを保持することにより、利用者が費用の再配分を行うことを目的としている。

④ ネットワークシステムは、一般に、複数のハブ、スイッチ、ルータなどにより構

成されていることから、レスポンスに遅延が生じた場合は、ネットワークの帯域幅

が足りないのか、中継機器のパフォーマンスが劣化しているのかなどを把握し、ボ

トルネックとなっている場所の切り分けをする必要がある。
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(４) 次の問いの 内の(キ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＩＥＥＥ８０２.１Ｘ規格を用いた無線ＬＡＮのアクセス認証について述べた次のＡ～Ｃの

文章は、 (キ) 。

Ａ 無線ＬＡＮ端末のアクセス認証は無線ＬＡＮ端末と認証サーバの間で行われる。

Ｂ 無線ＬＡＮアクセスポイントは、一般に、サプリカントといわれ、無線ＬＡＮ端末と認証

サーバ間のメッセージを中継する。

Ｃ ＥＡＰ(Extensible Authentication Protocol)を用いた認証に先立ち、無線ＬＡＮ端末は、

無線ＬＡＮアクセスポイントとの間でアソシエーションを形成する。

<(キ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(５) 次の問いの 内の(ク)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ファイアウォールについて述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ク) である。

<(ク)の解答群>

① パケットフィルタリング機能は、一般に、ネットワーク層及びトランスポート層

レベルで動作し、基本的機能として、ＤｏＳ攻撃、コンピュータウイルス、メール

の不正中継に対する防御機能などを有している。

② ファイアウォールを通過するＩＰパケットに対して、ヘッダだけでなくペイロー

ド部分のデータもチェックして動的にフィルタリングを行い、プロキシサーバとし

て動作する制御方式は、一般に、アプリケーションゲートウェイ方式といわれる。

③ ファイアウォールの主な機能の一つとして、ファイアウォール内部から外部の

ネットワークへのアクセスをセキュリティポリシーに基づき制限できることがある。

これは、業務と無関係な通信の制限、企業情報の漏洩防止などを目的としている。
えい

④ ステートフルインスペクションといわれる機能を有するファイアウォールでは、

一般に、ＬＡＮ側から送信したデータをセッションログとして保管しておき、ＷＡＮ

側から到着したパケットがセッションログと矛盾しないかを確認し、矛盾する場合

にはこの到着したパケットを遮断することができる。



 

試験問題についての特記事項 

 

(1) 試験問題に記載されている製品名は、それぞれ各社の商標又は登録商標です。 

なお、試験問題では、R 及び TM を明記していません。 

 
(2) 問題文及び図中などで使用しているデータは、すべて架空のものです。 

 
(3) 試験問題、図中の抵抗器及びトランジスタの表記は、旧図記号を用いています。 

 

 

 

 
(4) 論理回路の記号は、ＭＩＬ記号を用いています。 

 
(5) 試験問題では、常用漢字を使用することを基本としていますが、次の例に示す専門的用語などについては、 

常用漢字以外も用いています。 

［例］ ・迂回(うかい) ・筐体(きょうたい)  ・輻輳(ふくそう) ・撚り(より) ・漏洩(ろうえい)  など 

 
(6) バイト〔Byte〕は、デジタル通信において情報の大きさを表すために使われる単位であり、一般に、２進数の 

８桁、８ビット〔bit〕です。 

 
(７) 情報通信の分野では、８ビットを表すためにバイトではなくオクテットが使われますが、試験問題では、一般 

に、使われる頻度が高いバイトも用いています。 

 
(８) 試験問題のうち、正誤を問う設問において、句読点の有無など日本語表記上若しくは日本語文法上の誤り 

だけで誤り文とするような出題はしておりません。 

 
(９) 法令に表記されている「メグオーム」は、「メガオーム」と同じ単位です。 

 
(１０) 法規科目の試験問題において、個別の設問文中の「 」表記は、出題対象条文の条文見出しを表しています。 

また、出題文の構成上、必ずしも該当条文どおりには表記しないで該当条文中の(   )表記箇所の省略や部分 

省略などをしている部分がありますが、(   )表記の省略の有無などで正誤を問うような出題はしておりません。 

 

新 図 記 号 旧 図 記 号 新 図 記 号 旧 図 記 号


